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研究会主題「保健予防活動と地域がん登録」 
岸本  拓治  

鳥取大学医学部 社会医学講座 環境予防医学分野 

第11回地域がん登録全国協議会総会・研究会を米子コ
ンベンションセンターで2002年9月13日（金）（午前9
時より）に開催致します。「保健予防活動と地域がん登

録」をテーマとし、がん予防における地域がん登録の役

割と活用について討議したいと考えています。また、「最

近の大腸がん増加とその背景」や「癌告知：死と医療の

文化人類学」等の教育講演、「現場で役立つ禁煙指導」に

関する特別講演なども企画しています。なお前日には、

「地域がん登録における精度向上に関する問題点と工

夫」に関して実務者研修会を開催致します。多数のご参

加をお願い致したく、ご案内申し上げます。 
開催日：総会研究会 2002年9月13日（金） 
実務者研修会 2002年9月12日（木） 

開催場所：米子コンベンションセンター・小ホール 
参加・詳細のお問い合わせは、下記の第11回地域がん登
録全国協議会総会研究会事務局へ 
〒683-8503 鳥取県米子市西町86番地 
鳥取大学医学部社会医学講座環境予防医学分野（衛生学） 
TEL：0859-34-8024  FAX：0859-34-8138 

プログラム予定 
9月12日（木） 実務者研修会 
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会場 米子コンベンションセンター・小ホール 
14:30– 受付開始 
15:00–17:30 「地域がん登録における精度向上に関する

問題点と工夫」 
話題提供 
1. 地域がん登録の精度向上に関するアンケート調査結果 
2. 鳥取県がん登録室の取り組み－届出勧奨を中心に－ 

岡本 幹三（鳥取県健康対策協議会） 
3. 地域がん登録の精度向上に関する問題点と工夫について 

亀井 敏昭（山口県地域がん登録センター長） 
4. 滋賀県がん登録の現状－届出精度向上へ向けての取
り組みについて 
小川 美佐子（滋賀県立成人病センター） 

5. 届出率向上のために行ったこと 
内藤 みち子（新潟県がん登録室） 

6. 福井県のがん登録における精度向上に関する問題と工夫 
服部 昌和（福井県立病院） 

7. 長崎県がん登録における量的・質的精度向上の努力 
早田 みどり（放射線影響研究所長崎研究所） 

17:30-19:00 自由討論 

9月13日（金） 総会研究会 
会場 米子コンベンションセンター・小ホール 
8:30– 受付開始 
9:00–9:15 挨拶 祝辞 
9:15–9:30 実務者研修会報告 

早田 みどり（放射線影響研究所長崎研究所） 
9:30–10:30 教育講演1 
「最近の大腸がん増加とその背景」 
富永 祐民（愛知県がんセンター） 

10:30–11:30 教育講演2 
「癌告知：死と医療の文化人類学」 
波平 恵美子（お茶の水女子大学） 

11:30–12:00 総会 
12:00–13:00 昼食 
13:00–14:00 特別講演 
「現場で役立つ禁煙指導」 
中村 正和（大阪府健康科学センター） 

14:00–14:30 コーヒーブレーク 
ポスター見学（小ホール・ロビー） 

14:30–18:00 シンポジウム 
「保健予防活動と地域がん登録」 

1. 基調報告 
岸本 拓治（鳥取大学医学部） 

2. がん登録データが示すがん1次予防の課題 
大島  明（大阪府立成人病センター） 

3. HCV検診と IFN治療 
周防 武昭（鳥取大学医学部） 

4. 肺がん検診と治療への展望 
清水 英治（鳥取大学医学部） 

5. わが国のがん検診の現状と問題点 
祖父江 友孝（国立がんセンター研究所） 

6. がん登録と生存率―がん医療の進歩と生存率向上― 
津熊 秀明（大阪府立成人病センター） 

7. 地域がん登録はがん予防につながるか 
岡本 直幸（神奈川県立がんセンター） 

18:00–18:05 閉会挨拶 

18:30–20:00 懇親会（米子コンベンションセンター 
1F レストラン「ル・ポルト」） 

ポスター発表：米子コンベンションセンター2 階小ホー
ル手前ロビーにおいて各登録室から登録実務と疫学研究

を中心に報告していただくことにします。昨年同様優秀

なポスター発表に対しては表彰する予定です。 


